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わ
が
国
は
、
先
進
諸
国
で
唯
一
、

入
院
中
心
の
隔
離
・
収
容
の
精
神
医

療
政
策
を
継
続
し
て
い
る
国
で
す
。

そ
の
た
め
精
神
科
病
院
は
、
自
ず
と

隔
離
・
収
容
の
精
神
医
療
政
策
の

〝
要
〟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
そ
の
精
神
科
病
院
は
、
在
院
患
者

減
の
進
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
先
行
き

に
大
き
な
暗
雲
が
漂
い
、
一
部
の
病

院
で
は
経
営
危
機
に
陥
り
出
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
精
神
科
病
院
だ
け

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
の
精
神

医
療
政
策
に
直
結
す
る
問
題
で
も
あ

り
ま
す
。
精
神
科
病
院
の
現
状
を
み

て
み
ま
す
。

⑴
精
神
科
病
院
の
経
営
指
標

　

病
院
収
入
の
９
割
前
後
を
入
院
料

収
入
で
占
め
て
い
る
の
が
精
神
科
病

院
で
す
。
こ
の
た
め
在
院
患
者
数
が
精

神
科
病
院
の
経
営
の
明
暗
を
決
め
て

い
ま
す
。精
神
科
病
院
の
経
営
指
標（
診

断
）
で
は
、
定
床
に
対
す
る
実
際
の
在

院
患
者
数
の
割
合
を
示
す
病
床
利
用

精
神
科
医
療
の
現
状
と
改
革
の
展
望

氏
家
憲
章

昭
和
大
学
烏
山
病
院
家
族
会
あ
か
ね
会
監
事

社
会
福
祉
法
人
う
る
お
い
の
里
・
理
事
長

《
連
載
》第
７
回　

病
院
存
亡
の
危
機
を
迎
え
た
精
神
科
病
院

率
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
経
営
指

標
に
よ
る
と
、
病
床
利
用
率
が
95
％
を

超
え
る
状
態
は
、
交
通
信
号
に
例
え
る

と
「
青
信
号
」
で
経
営
は
安
泰
で
す
。

94
％
～
90
％
は
「
黄
色
信
号
」
が
灯と
も

り

要
注
意
の
段
階
に
入
り
ま
す
が
、
ま
だ

経
営
は
可
能
で
す
。
90
％
台
を
切
っ
て

80
％
台
に
入
る
と
「
赤
信
号
」
が
灯
り
、

経
営
は
「
危
険
ラ
イ
ン
」
に
入
り
ま
す
。

80
％
台
を
数
年
間
放
置
す
る
と
倒
産

の
危
機
に
陥
り
ま
す
。

ⅰ
病
床
利
用
率
の
推
移

　

精
神
科
病
院
の
病
床
利
用
率
を
歴

史
的
に
た
ど
る
と
、
定
床
を
上
回
る

１
０
０
％
台
の
時
代
は
１
９
８
６
年

に
終
焉
し
、
病
床
利
用
率
が
90
％
台

の
時
代
は
２
０
０
６
年
に
終
わ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
２
０
０
６
年
後
半
か

ら
は
80
％
台
に
突
入
し
て
い
る
と
い

う
実
態
に
あ
り
ま
す
。

ⅱ
認
知
症
を
除
く
と
64
％
の
病
床
利

用
率

　

２
０
１
４
年
の
精
神
科
病
院
定
床

数
は
33
万
８
１
７
４
床
で
在
院
患
者

は
29
万
５
８
２
２
人
で
す
。
す
な
わ

ち
病
床
利
用
率
は
87
・
４
％
で
す
が
、

こ
の
中
に
は
７
万
７
千
人
の
認
知
症

の
在
院
患
者
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
先
進
諸
国
で
は
、
認
知
症
の

人
た
ち
を
精
神
科
病
院
に
入
院
さ
せ

る
こ
と
を
行
な
っ
て
い
な
い
の
で
、

そ
れ
に
照
ら
し
て
認
知
症
を
除
い
て

み
る
と
、
在
院
患
者
は
21
万
８
千
人

に
な
り
病
床
利
用
率
は
64
・
７
％
に

な
り
、
こ
の
利
用
率
で
は
病
院
の
経

営
は
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
多
く
の
精
神
科
病
院
は
認

知
症
を
大
量
に
抱
え
込
む
こ
と
で
、

経
営
破
綻
を
防
い
で
い
る
の
で
す
。

ⅲ
一
番
病
床
利
用
率
の
低
い
山
梨
県

は
79
％

　

２
０
１
３
年
の
全
国
平
均
の
病
床

利
用
率
は
88
・
３
％
で
す
。
都
道
府

県
別
で
み
る
と
、
病
床
利
用
率
が
一

番
高
い
県
は
富
山
県
で
94
・
７
％
、

一
番
低
い
県
は
山
梨
県
で
79
・
５
％

で
す
。
47
都
道
府
県
の
内
訳
は
、

90
％
台
は
24
都
道
府
県
で
、
80
％
台

は
23
県
そ
の
内
85
％
以
下
は
７
県
で

す
。
こ
の
状
況
を
み
る
と
そ
う
遠
く

な
い
時
期
に
全
て
の
都
道
府
県
の
病

床
利
用
率
が
80
％
台
に
な
り
、
し
か

も
70
％
台
突
入
の
県
が
一
層
増
え
る

こ
と
は
必
至
で
す
。
こ
の
よ
う
に
病

床
利
用
率
の
低
下
か
ら
み
て
も
、
精

神
科
病
院
の
患
者
数
（
病
床
利
用
率

90
％
台
）
を
追
求
す
る
経
営
は
崩
壊

が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

⑵
深
刻
化
す
る
在
院
患
者
減
の
背
景

　

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
精
神
科
病

院
の
在
院
患
者
の
減
少
は
、
病
院
存

亡
の
危
機
が
心
配
さ
れ
る
ま
で
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
何

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ⅰ
進
む
在
院
患
者
の
二
極
化

　

精
神
科
病
院
の
在
院
患
者
の
減
少

が
進
ん
で
い
る
背
景
の
ひ
と
つ
に
、

新
入
院
者
の
減
少
と
短
期
入
院
化
が

あ
り
、
更
に
長
期
入
院
者
の
高
齢
化

が
著
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
８
０
年
頃
ま
で
は
、
精
神
疾
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患
と
診
断
さ
れ
る
と
多
く
の
人
た
ち

は
新
入
院
者
に
な
り
、
か
つ
一
旦

入
院
に
な
る
と
年
単
位
の
長
期
入

院
で
し
た
。
し
か
も
精
神
科
病
院

の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
の
割
合
は
、

１
９
８
１
年
で
14
％
程
度
と
在
院
患

者
の
確
保
は
安
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
日
で
は
、
新
し
く
入
院
す

る
人
が
減
り
入
院
し
て
も
短
期
入
院

で
す
。
ま
た
長
期
入
院
者
の
高
齢
化

も
、
65
歳
以
上
は
58
％
、
75
歳
以
上

は
35
％
（
２
０
１
４
年
）
と
変
化
し

て
い
ま
す
。
在
院
患
者
の〝
二
極
化
〟

が
在
院
患
者
減
の
要
因
で
す
。

ⅱ
在
院
患
者
減
が
避
け
ら
れ
な
い
構

造
的
問
題

　

精
神
科
病
院
の
在
院
患
者
減
が
深

刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い
る
背
景
に

は
、
在
院
患
者
の
減
少
が
避
け
ら
れ

な
い
精
神
科
病
院
の
構
造
的
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
指
摘
し
て

い
る
の
が
、
新
潟
大
学
の
染
谷
俊
幸

教
授
で
す
。
染
谷
教
授
は
、
日
本
精

神
神
経
学
会
の
機
関
誌「
精
神
医
学
」

（
２
０
０
１
年
１
２
月
号
）
の
巻
頭

言
で
、『
精
神
科
医
療
施
設
の
普
及
、

精
神
科
医
の
増
加
、
薬
物
治
療
の
進

歩
、
社
会
復
帰
を
め
ざ
す
心
理
社
会

的
治
療
な
ど
の
総
合
的
成
果
に
よ
っ

て
、
遅
く
生
ま
れ
た
人
ほ
ど
精
神
科

医
療
の
前
進
の
恩
恵
を
受
け
、
そ
の

た
め
入
院
者
は
少
な
く
な
る
』
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。『
２
０
０
０
年
当

時
と
比
較
し
て
社
会
資
源
が
増
減
し

な
い
と
仮
定
し
て
も
、
２
０
２
０
年

～
２
０
３
０
年
に
、
統
合
失
調
症
の

在
院
患
者
数
は
半
減
～
３
分
の
１
に

減
少
す
る
』
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

⑶
隔
離
・
収
容
の
精
神
医
療
政
策
の

破
綻

　

今
日
の
35
万
床
は
、
１
９
５
４
年

の
第
１
回
精
神
衛
生
実
態
調
査
の
「
要

収
容
者
（
入
院
の
必
要
あ
り
）
35
万

人
」
を
前
提
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
５
０
年
代
は
抗
精
神
病
薬
の
本

格
使
用
前
で
、
し
か
も
地
域
に
精
神
障

害
者
が
住
む
場
所
も
働
く
場
所
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
精
神
科

病
院
に
す
べ
て
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
時
代
で
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
間
の
精
神
科
医
療
の

進
歩
に
よ
っ
て
、
今
日
で
は
精
神
の
病

気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
の
社

会
生
活
が
可
能
な
時
代
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
大
量
の
精
神
科
病

来
、
大
量
の
精
神
科
病
床
は
、
精
神

科
医
療
費
を
膨
ら
ま
せ
国
家
財
政
（
総

医
療
費
）
を
圧
迫
し
ま
す
。
そ
の
た

め
日
本
を
除
く
他
の
先
進
諸
国
で
は
、

１
９
６
０
年
代
以
降
の
精
神
科
医
療

の
進
歩
を
契
機
に
、
精
神
科
医
療
と
精

神
障
害
者
の
処
遇
の
中
心
を
〝
地
域
〟

に
移
し
、
精
神
障
害
者
を
地
域
で
支
え

る
地
域
精
神
医
療
（
脱
施
設
化
）
へ
政

策
転
換
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
し
て
必

要
が
な
く
な
っ
た
大
量
の
精
神
科
病

床
を
削
減
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
日
本
に
お
い
て
は
、
精
神
疾

患
の
在
院
患
者
数
は
、
全
疾
患
の
24
％

を
占
め
て
い
る
と
い
う
の
に
、
精
神
科

医
療
費
は
国
民
医
療
費
全
体
の
数
％

と
低
く
、
国
家
財
政
を
圧
迫
し
て
い
な

い
の
で
す
。
そ
の
た
め
か
、
精
神
医
療

政
策
を
見
直
す
こ
と
が
な
い
ま
ま
今

床
を
必
要
と
し
な
い
時
代
へ
と
移
っ

て
い
ま
す
。
入
院
を
必
要
と
す
る
人
と

入
院
を
提
供
す
る
側（
精
神
科
病
床
数
）

す
な
わ
ち〝
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
〟

が
崩
壊
し
ま
し
た
。

　

病
床
利
用
率
の
低
下
が
深
刻
化
し

て
い
る
背
景
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

ⅰ
隔
離
・
収
容
の
精
神
医
療
政
策

　

入
院
中
心
の
隔
離
・
収
容
政
策
と
は
、

精
神
科
医
療
と
精
神
障
害
者
の
処
遇

の
中
心
を
精
神
科
病
院
に
置
く
と
い

う
政
策
で
す
。
そ
の
た
め
入
院
期
間
は

必
然
的
に
長
期
化
し
、
し
か
も
長
期
入

院
者
を
収
容
す
る
た
め
に
大
量
の
精

神
科
病
床
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
精
神
科
病
院
は
、
医
療
的
役

割
と
住
む
場
所
の
提
供
な
ど
福
祉
的

役
割
も
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
元

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ⅱ
隔
離
・
収
容
の
精
神
医
療
政
策
の
破

綻
　

わ
が
国
の
隔
離
・
収
容
の
精
神
医
療

政
策
は
、
長
い
間
精
神
科
病
院
の
病
床

利
用
率
が
90
％
台
を
維
持
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
精
神
科
病
院
は
、
在
院
患
者
の
減

少
に
よ
っ
て
、
病
院
経
営
が
行
き
詰
ま

り
経
営
破
綻
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
単
に
精
神
科
病
院
だ
け

の
深
刻
な
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
入
院

中
心
の
隔
離
・
収
容
政
策
が
破
綻
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
（
第
８
回
の
11
月
号
）
で
は
造

り
過
ぎ
た
精
神
科
病
床
の
問
題
を
み

て
み
ま
す
。

　
（
う
じ
い
え　

の
り
あ
き
）


